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公共施設を将来世代へより良いかたちで引き継いでいくためのマネジメントについて、こお 

   りやま広域圏連携事業と自治体等ＦＭ連絡会議福島県地域会事業の合同事業により、研修会を 

開催します。 

 

１ 日 時  8月 28日(水) 午後 1時 30分 

２ 場 所  市役所特別会議室（本庁舎２階） 

   ３ 内 容  （第１部）「個別施設計画策定後を見据えた公共施設マネジメントについて」 

         （第２部）｢公共施設の更新問題に対して自治体はどうするのか？～鳥取市版ＦＭ～｣ 

４ 出席者  こおりやま広域圏自治体職員、 

       自治体等ＦＭ連絡会議福島県地域会自治体職員、福島県職員等 

５ 講 師 （第１部）前橋工科大学 工学部建築学科 准教授 堤 洋樹 氏 

       [講師略歴] 

       早稲田大学助手、北九州市立大学エンジニアリングアドバイザー、 

       九州共立大学准教授を経て現職。 

          会津若松市・目黒区・港区等のアドバイザー、日本建築学会建築 

          ストックマネジメント小委員会幹事等を兼任。 

          建物の長寿命化の実現に向け、ソフト･ハード両面から研究に取り組まれています。 

         （第２部）鳥取市総務部財産経営課資産活用推進室 資産活用係長 宮谷 卓志 氏 

          [講師略歴] 

          1998年、鳥取市役所入庁。企画課、交通政策課、都市計画課、 

          中心市街地整備課等を経て、2013年から現職。 

          2019年に国土交通省ＰＰＰサポーターに就任されています。 

 

 

＜公共施設マネジメント＞ 

   公共施設の老朽化問題に対応し、将来世代により良いかたちで資産を引き継ぐため、各自 

治体では、今後の公共施設の方針を示した公共施設等総合管理計画を策定し、現在、具体的 

な施設の方針を定める個別施設計画の策定を進めており、計画の実行段階が迫っています。 

 これらを踏まえ、今回、「こおりやま広域連携中枢都市圏」職員及び自治体等ＦＭ連絡会議 

福島県地域会会員等を対象に、今後の計画実行における留意点や、重要な視点を学ぶため、 

具体的事例をもとにした公共施設マネジメント等についての研修会を開催します。 
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